
第5回 #人工言語コンペ お題:道案内の会話を作例してください。場面は屋外でも屋内でも構いません。文法は
側置詞を極力使わずに格を表す工夫をしてみてください。前置詞や格助詞の他にもいろいろな手段があること

を楽しんでいただくのが目的です。 

 
☆道案内の会話 
A /otiinad bosa/ : ustasia, woot. 
B /otiinad inorkots/ : ustasia, onmina? 
A: sanaa, rorkotru roikoo rorkotakic, akokd? 
B: akorkotru? 
    ekimcim rok ea, reim icmua ikoo. 
A: akrawognisk? 
B: wos. ekimcimua rok arasea, reim onmakut yopuruu yoporis. 
    ekionmo rok eim, ekicmo roisu eiradii. 
A: ogki akuus? 
B: yan, ograsicmo rok, ognuu ustat ki, reim icmiit, ekicmiit rok eim. 
    odek reim orkot orii rorokotakic, yan rok, uusog kiokoy rok, reim orkotru. 
A: akuos, rakaw. wotagira. 
B: yan, enaj.   
 
Ａ（旅行者）：こんにちは、すみません。 
Ｂ（地元の人）：こんにちは、どうしましたか。 
Ａ：近くに大きなバザールがあると聞いたのですが、どこでしょうか。 
Ｂ：大きなバザールですか。 
　　この道をあちらへまっすぐ進むと、大きな交差点があります。 
Ａ：あの信号のところですか。 
Ｂ：ええ。その交差点を渡ってさらにまっすぐ行くと右手になんか古くて白っぽい建物が見えます。 
　　その建物の角を右に曲がって、二つ目のＴ字路を左に曲がってください。 
Ａ：曲がるとすぐですか。 
Ｂ：いいえ、そこから５分ほど歩くと突き当りがありますから、そこで右に曲がってください。 
　　すぐ左手に広場が見えますが、そこを通り過ぎてちょっと行くとバザールがあります。 
Ａ：そうですか。分かりました。ありがとうございます。 
Ｂ：いえいえ。お気をつけて。 
 
 

A: /otiinad bosa/ ustasia, woot.  

  ustasia wo=wot  

 (旅行者) こんにちは 意志=質問する  

Ａ（旅行者）：こんにちは、すみません。 
 

B: /otiinad inorkots/ ustasia, onmina?  

  ustasia onm=ina  

 (地元の人) こんにちは 疑問=何  

Ｂ（地元の人）：こんにちは、どうしましたか。 

https://twitter.com/hashtag/%E4%BA%BA%E5%B7%A5%E8%A8%80%E8%AA%9E%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%9A?src=hash


 
 

A: sanaa, rorkotru roikoo rorkotakic akokd? 

 sanaa ra=orkotru ro-ikoo ra=orkot-akic ak=okd 

 聞いたところでは 存在=市場 場所-大きい 存在=場所-近い 疑問=何処 

Ａ：近くに大きなバザールがあると聞いたのですが、どこでしょうか。 
 

B: akorkotru? ekimcim rok ea, reim icimuaikoo. 

 ak=orkotru e=ki-m-cim ro-k eh-a reim icimua-ikoo 

 疑問=市場 命令=行く-まっすぐ-道 場所-その 方向-あの ある 十字路-大きい 

Ｂ：大きなバザールですか。この道をあちらへまっすぐ進むと、大きな交差点があります。 
 

A: akrawognisk?    

 ak=ra-wognis-k    

 疑問=存在-信号機-その    

Ａ：あの信号のところですか。 
 

B: wos. ekimcimua rok arasea,  

 wos e=ki-m-icimua ro-k aras=eh-a  

 はい 命令=行く-まっすぐ-十字路 場所-その もっと-方向-あの  

 

 reim onmakut yopuruu yopris.  

 reim onmakut yop-uruu yop-oris  

 ある 建物 指小-古い 指小-白い  

Ｂ：ええ。その交差点を渡ってさらにまっすぐ行くと右手になんか古くて白っぽい建物が見えます。 
　　 

 ekionmo rok eim, ekicmo roisu eiradii 

 e=ki-onm ro-k eh-gim e=ki-cimo ro-isu eh-iradii 

 命令=行く-建物 場所-その 方向-右 命令=行く-丁字路 場所-二番目 方向-左 

　　その建物の角を右に曲がって、二つ目のＴ字路を左に曲がってください。 
 
 
 

      

      

      

 



 
Ａ：曲がるとすぐですか。 
 
 

      

      

      

 
 
Ｂ：いいえ、そこから５分ほど歩くと突き当りがありますから、そこで右に曲がってください。 
　　すぐ左手に広場が見えますが、そこを通り過ぎてちょっと行くとバザールがあります。 
 
 
 

      

      

      

 
 

      

      

      

Ａ：そうですか。分かりました。ありがとうございます。 
 

      

      

      

Ｂ：いえいえ。お気をつけて。 
 
 

      

      

      

 
 
 
 
 
☆道案内の会話 



☛せっかくなので大好きな「東京外国語大学言語モジュール」の会話モジュールを利用。２７言語全てに会話モ

ジュールがあり、いくつかは地域差などを反映した複数版が用意されている。地域差ごとに会話スキットも違うも

のもあれば、同じ内容がどのような地域差に反映されるか示すものもある。凡そ、３４種類のスキットがある。 
 
☛すべてに共通して「場所を尋ねる」というスキットがある。あくまで「場所を尋ねる」であり、「道を尋ねる」ではな

いので、うちいくつかはここで使いたい「道案内の会話」には該当しないものがある。 
 
ex) ロシア語版では、「コンサート会場の席を問う会話」である 

 
他に、家や店でモノの場所を問う会話などもここでは対象外。 
 
☛会話はほとんどが「道で知らない人に尋ねる」ということを前提としている。 
　ときどき、友達に問うパターンもある。 
 
ex) マレーシア語版 

 
 

http://www.coelang.tufs.ac.jp/mt/
http://www.coelang.tufs.ac.jp/mt/index_d_class.html
http://www.coelang.tufs.ac.jp/mt/ru/dmod/class/ja_16.html
http://www.coelang.tufs.ac.jp/mt/ms/dmod/class/ja_16.html


道中一人で困ったときに、すれ違いの知らない人に問うという状況は分からないでもない。とくに旅行先では、地

元の人に聞くという状況がありうる。それが醍醐味でもある。ここでは「旅先で知らない人に問う」という状況を想

定する。 
 
☛舞台あるいは目的地は、外である場合と室内である場合がある。 
☛外である場合、具体的な場所を問う場合と、「うまい飯屋ないかな」みたいな抽象的なパターンがある。また、

徒歩の場合と車を運転している場合がある。（前者の場合、公共交通機関を利用するものも含む） 
 
ex) ニュージーランド英語版「どこかいい店はあるかな？」ガソリンスタンドで問うている。 

 
 
☛室内だと、デパートか大学の中の施設を問うパターン。 
 
ex) タイ語版 

 

http://www.coelang.tufs.ac.jp/mt/en-nz/dmod/class/ja_16.html
http://www.coelang.tufs.ac.jp/mt/th/dmod/class/ja_16.html


 
道案内の会話であるので、今回はお外で道を問う表現にしてみる。分からんけど旅先ではあんまり自分で運転

しないのが典型かなと思うので、徒歩の会話にしておく。 
 
☛回答のあり方 
　１．「分からない」「行った先で人に聞け」 
　２．地図を指して示す 
　　※旅先なら地図くらい持っていたいもの。しかも今ならグーグルマップも便利だ。 
　３．シンプルな回答 
　　・大きな建物などを目印にして「ほら、〇〇が見えますね。その近くです」みたいに言う 
　　・「〇〇通りにあります」 
　　・「〇〇の正面です」　　→このあと「〇〇はどこですか」と質問文が続く 
　４．複雑な回答（「まっすぐ行って、右に曲がって…） 
　　※公共交通機関の乗り換えを含む 
 
ex) アラビア語フスハー版　「見えますね」パターン 

 
 
　会話を充実させるために、「現地通貨がなくて困っているんです」「このあたりの美味しい料理って何ですか」

「会議に参加するんです」みたいな余計な情報を盛り込むパターンもあるが、ここではそうした前後文脈全て却

下。純粋に道を問い、「あそこです」みたいに現場指事せず、言語情報のみで道案内をする会話文を作る。 
 
※「ちょっと待ってください、メモを取ります」「もう一度行ってください」「バスの切符はどうやって買いますか」など

の会話も除外。 
 
 
✌道案内の会話を作ってみた！ 
 
Ａ（旅行者）：こんにちは、すみません。 
Ｂ（地元の人）：こんにちは、どうしましたか。 
Ａ：近くに大きなバザールがあると聞いたのですが、どこでしょうか。 
Ｂ：大きなバザールですか。 

http://www.coelang.tufs.ac.jp/mt/ar/dmod/class/ja_16.html


　　この道をあちらへまっすぐ進むと、大きな交差点があります。 
Ａ：あの信号のところですか。 
Ｂ：ええ。その交差点を渡ってさらにまっすぐ行くと右手になんか古くて白っぽい建物が見えます。 
　　その建物の角を右に曲がって、二つ目のＴ字路を左に曲がってください。 
Ａ：曲がるとすぐですか。 
Ｂ：いいえ、そこから５分ほど歩くと突き当りがありますから、そこで右に曲がってください。 
　　すぐ左手に広場が見えますが、そこを通り過ぎてちょっと行くとバザールがあります。 
Ａ：そうですか。分かりました。ありがとうございます。 
Ｂ：いえいえ。お気をつけて。 
 


